


 読書週間 

10月 27日から 11月 9日までの 

２週間は読書週間です。 

おうち時間を読書で過ごしてみ 

ませんか。 



 この期間、ひとりでも取り組める 

クロスワード問題を用意しました。 

 用紙は図書室のカウンター前に 

 置いています。 

 答えは 11月 10日から図書室に 

 貼り出します。 

 是非チャレンジしてください。 
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星冴える 

冬の大気が澄み渡り、星の輝きが増すこと。 

俳句では、「星冴ゆ」と使われています。 

寒い冬の季節の星は、「凍星（いてぼし）」・「寒星 

（かんせい）」などとも呼ばれますが、「星冴える」 

は空気の冷たさよりも光の鋭さに重きがおかれています。 

夜空に引き込まれるように、星を見上げて立ちすくんでい

る人の姿が想像できます。 

美しい星を窓のむこうに、寒い日は図書室で本を借りて 

ゆっくり読書はいかがですか。 

       （『心ときめくことばの 12 か月』より引用）   

 

POP展示 

11月から図書委員による図書室の本の紹介を 

展示します。 

手作り POPでオススメ本を紹介しています。 

借りてみたい本をみつけたら、是非読んでみて 

ください！ 

 

 

 

進路・就職に関する本コーナーの紹介【図書室の文庫棚の上】 

将来に関する進路先や希望する職業について、図書室の本でも参考になる資料がいくつか

揃えてあります。是非活用してみてください。 

看護や福祉の本・小論文対策の本・なるには BOOKS などを置いています。 

石川県立金沢伏見高等学校   図書だより 

       図書委員会   144号 

令和 3年 11月 1日発行    

12 月頃には新着図書も 

配架しますので、 

お楽しみに！！ 

リクエスト待ちの方は 

もうしばらくお待ちください。 

 

            

 

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/~hushih/NC2/htdocs/


 

☆コロナ休校や部活動等の停止がありましたので、A～Cの各回ともコメントを提出していただきました。☆ 

 9月に行った Cグループのコメントの一部を紹介します。（コメントは図書室廊下に掲示しました。） 

読書会 Cグループ 9/3（テキスト『コンビニ人間』）       

主人公は最初はヤバイ奴だと思ったけど、話が進むにつれて主人公の言っていることも理解できるところ 

があった（2年） 

・恵子が自分の立場を理解して葛藤して行く姿がおもしろかったです。コンビニの裏側も知ることができて 

面白かったです。（1年）

・普通と違う主人公と、婚活目的の白羽がすごく物語的に良い（1年） 

・「普通」とは何かを考えさせられました。（２年） 

 

映画化された本 

『ムーンライト・シャドウ』吉本ばなな著 

1988年に泉鏡花文学賞を受賞。小説『キッチン』に収録された短編小説。 

33年前の作品が映像化されました。図書室に所蔵しています。 

 

ストーリー 突然恋人を失ってしまったさつきは、現実に向き合うことができず、

深い悲しみにくれていた。そんな彼女は、以前聞いたことのある“月影現象”

に導かれていく。それは、満月の終わりに、“死んだ者”に会うことができるかも

しれないという、不思議な現象だった。 

貸出ランキングベスト10　（令和3年4月　～　9月）

順位 タイトル 著者名

1 Ｆａｔｅ／Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ蒼銀のフラグメンツ〈１〉 桜井 光【文】/ＴＹＰＥ‐ＭＯＯＮ【原作】

2 また、同じ夢を見ていた 住野　よる

2 推し、燃ゆ 宇佐見 りん

4 か「」く「」し「」ご「」と「 住野　よる

4 この本を盗む者は 深緑 野分

4 ５２ヘルツのクジラたち 町田 そのこ

7 サエズリ図書館のワルツさん〈１〉 紅玉 いづき

7 書楼弔堂　破曉 京極 夏彦

7 オルタネート 加藤　シゲアキ

7 アーモンド ソン ウォンピョン【著】/矢島 暁子【訳】


